
  

 

は
じ
め
に 

国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益

重
視
の
管
理
経
営
を
一
層
推

進
し
つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
木

材
安
定
供
給
体
制
の
構
築
等

を
図
る
た
め
、
森
林
の
機
能
に

応
じ
た
施
業
の
結
果
、
得
ら
れ

る
木
材
の
持
続
的
か
つ
計
画

的
な
供
給
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
30
年
度
は
、
北
海
道

の
国
有
林
か
ら
供
給
す
る
木

材
は
、
ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ

の
針
葉
樹
を
中
心
に
、
立
木
に

よ
る
も
の
が
約
78
万
立
方
メ

ー
ト
ル
、
素
材
（
丸
太
）
に
よ

る
も
の
が
約
64
万
立
方
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
北
海
道
森
林
管
理
局

に
お
い
て
は
、
国
産
材
を
政
策

的
に
供
給
し
得
る
国
有
林
の

優
位
性
を
活
か
し
、
価
格
急
変

時
の
供
給
調
整
機
能
を
発
揮

す
る
目
的
で
、
四
半
期
毎
に

「
北
海
道
森
林
管
理
局
国
有

林
材
供
給
調
整
検
討
委
員
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
委
員
会
で
は
、
学
識
経

験
者
や
林
業
、
木
材
業
界
の
団

体
、
事
業
体
等
の
外
部
有
識
者

等
が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

地
域
の
木
材
の
価
格
や
需
給

の
動
向
を
把
握
・
分
析
し
、
国

有
林
か
ら
の
木
材
の
供
給
量

や
供
給
時
期
の
調
整
が
必
要

な
の
か
ど
う
か
の
検
討
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
―
１
） 

こ
の
委
員
会
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
、
国
有
林
材
の
安
定

供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
検

討
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
、
木
材
供
給
等
に
係
る

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。 

  

◯
針
葉
樹 

 

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お

け
る
針
葉
樹
の
収
穫
は
、
人
工

林
の
主
伐
及
び
間
伐
に
よ
る

も
の
が
主
体
で
、
樹
種
別
に
は
、

ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
エ
ゾ

マ
ツ
、
ス
ギ
等
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
ト
ド
マ
ツ
が
71
％
、
カ

ラ
マ
ツ
が
18
％
と
全
体
の
収

穫
量
の
約
９
割
を
占
め
て
い

ま
す
。 

北
海
道
産
の
ト
ド
マ
ツ
や

カ
ラ
マ
ツ
は
製
材
用
と
し
て

利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
合
板
、
パ

ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
の

製
材
は
、
主
に
荷
物
の
梱
包
用

材
や
工
事
現
場
で
使
用
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
用
の
角

材
（
桟
木
）
と
い
っ
た
産
業
用

の
資
材
と
し
て
の
利
用
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。
建
築
用

と
し
て
は
、
比
較
的
小
さ
な
板

材
や
角
材
（
羽
柄
材
）
、
集
成

材
用
の
原
板
と
し
て
の
利
用

が
多
く
、
柱
・
梁
な
ど
建
築
物

の
構
造
を
担
う
部
材
と
し
て

の
利
用
は
わ
ず
か
で
す
。
（
図

―
１
） 

こ
れ
ら
の
資
材
や
部
材
の

生
産
に
は
、
主
に
小
・
中
径
木

の
丸
太
が
利
用
さ
れ
ま
す
が
、

北
海
道
で
は
、
人
工
林
の
高
齢

級
化
に
伴
っ
て
、
ト
ド
マ
ツ
や

 

写真-1 国有林材供給調整検討委員会 

図-1 針葉樹材の供給量と製材の用途別の内訳 



 

カ
ラ
マ
ツ
の
小
・
中
径
木
の
供

給
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
、
小
・
中
径
木
不
足

の
現
状
を
踏
ま
え
、
需
要
に
応

じ
た
採
材
、
仕
訳
を
徹
底
し
、

製
材
工
場
等
の
需
要
に
応
え

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
取
り

組
む
ほ
か
、
高
齢
級
化
に
よ
り

大
径
と
な
っ
た
ト
ド
マ
ツ
や

カ
ラ
マ
ツ
の
構
造
材
と
し
て

の
利
用
推
進
等
、
道
産
材
の
付

加
価
値
の
向
上
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
（
写
真-

２
） 

 ○
広
葉
樹 

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お

け
る
広
葉
樹
の
収
穫
は
、
針
葉

樹
人
工
林
の
中
に
点
在
す
る

広
葉
樹
に
よ
る
も
の
を
主
体

と
し
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が

パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
―
２
） 

こ
れ
ら
の
広
葉
樹
を
様
々

な
用
途
で
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
平
成
２９
年
度
に
、
こ

れ
ま
で
家
具
材
や
フ
ロ
ア
材

と
し
て
の
利
用
が
な
か
っ
た

樹
種
や
中
小
径
木
材
の
利
用

可
能
性
に
つ
い
て
、
国
有
林
材

の
買
受
事
業
者
等
に
対
し
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
広
葉
樹
の
需
要
者
や
流

通
業
者
、
林
産
加
工
研
究
機
関

に
対
し
て
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。 

調
査
の
結
果
、
北
海
道
産
広

葉
樹
を
有
効
に
活
用
し
て
い

く
た
め
に
は
、
北
海
道
産
広
葉

樹
の
安
定
供
給
な
ど
が
課
題

と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
供
給
が
不
足
し
て
い

る
樹
種
と
し
て
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

タ
モ
等
の
旧
来
か
ら
利
用
さ

れ
て
い
る
樹
種
が
、
今
後
利
用

拡
大
が
期
待
さ
れ
る
樹
種
と

し
て
は
、
そ
れ
ら
の
ほ
か
シ
ラ

カ
ン
バ
や
ハ
ン
ノ
キ
と
い
っ

た
早
生
の
樹
種
が
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
（
表
） 

こ
の
た
め
、
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
、
収
穫
さ
れ
た
広
葉

樹
が
家
具
材
や
フ
ロ
ア
材
に

も
活
用
出
来
る
よ
う
な
採
材

に
努
め
る
と
と
も
に
、
伐
期
を

迎
え
た
全
て
の
人
工
林
を
対

象
と
し
て
、
も
と
も
と
北
海
道

に
あ
っ
た
よ
う
な
針
葉
樹
と

広
葉
樹
が
混
交
し
た
森
林
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

写真-2 銘木市に出品したトドマツ 

図-2 広葉樹材の供給量と用途別の内訳 

【表】アンケート調査結果

ミズナラ（フロア、家具、ウィスキー樽）

サクラ（家具）

北海道産広葉樹の安定供給に関する主な意見

需要に応じた広葉樹材の供給に関する主な意見

① 需要に対して北海道産広葉樹原木供給量が少ない。

② 全体的に品薄のため、広葉樹一般材価格が上昇している。

③ 樹種、量、品質の安定した供給がない。

④広葉樹商品の開発を進める上でも、原木の安定的供給にかかる将来の見通しがない。

① 良質材（大径材）の供給が少ないため、天板用等の太い材は外材に頼らざるを得ない。

② シナ等の合板用材は22cm程度から使用可能だが、国有林の採材2.4ｍでは歩留まりが悪い。
　（合板の場合2.1ｍが標準）

③ シラカバの利用に取り組んできたが供給量が絶対的に不足している。
    需要に対して北海道産広葉樹原木供給量が少ない。

供給が不足している樹種、用途

シラカンバ（合単板、木工品、家具）

ハンノキ（合単板、家具）

クルミ（家具）

クリ（フロア）

ミズナラ（建築、家具建具、合単板、ウィスキー樽等）

今後利用拡大が期待される樹種、用途

タモ（建築、合単板、家具建具、野球バット等）

メジロカバ（合単板、建築、家具建具等）

セン（合単板、建築、家具建具等）

シナ（合単板、家具建具等）


